
❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

り
は
本
番
直
前
の
七
月
三
十
日

に
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
る
と

い
う
事
態
に
な
り
、
学
校
は
休

校
に
な
り
、
家
々
に
は
弔
旗
が

掲
げ
ら
れ
て
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
し
た
が
こ
の
よ
う
な
大
喪
の

中
で
も
八
坂
祭
典
は
歌
舞
音
曲

を
控
え
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 
昭
和
二
十
年
の
大
間
々
祗
園

は
半
月
後
に
終
戦
を
迎
え
る
と

い
う
時
期
で
し
た
山
車
や
神
輿

を
出
し
て
八
坂
祭
典
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
八
月

二
日
、
三
丁
目
の
山
本
う
ど
ん

や
さ
ん
の
前
か
ら
撮
っ
た
写
真

に
は
大
勢
の
人
ご
み
の
中
を
山

車
や
神
輿
が
行
列
し
て
い
る
様

子
が
写
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
大
間
々
祇
園
祭
は
新
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いい話 

《299》 

小
耳
に
は
さ
ん
だ 

 

大
間
々
祇
園
祭
り
が
始
ま
っ
て
六

十
年
後
の
寛
政
２
年
（
１
７
９
０
）

１
２
月
に
発
生
し
た
大
間
々
の
大
火

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
神
輿
が
焼
失
し

ま
し
た
が
、
氏
子
た
ち
は
す
ぐ
に
江

戸
で
新
し
い
神
輿
を
注
文
し
、
翌
年

の
神
輿
渡
御
も
例
年
通
り
挙
行
さ
れ

た
と
古
文
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
十
九
年
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行

し
て
い
た
た
め
に
大
間
々
祇
園
祭
り

は
二
カ
月
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
コ
レ

ラ
の
研
究
を
し
て
い
た
北
里
柴
三
郎

が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
の
も
こ
の
年

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
が
発

生
し
た
今
年
と
似
た
よ
う
な
社
会
情

勢
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

明
治
四
十
五
年
の
大
間
々
祇
園
祭

 

寛
永
六
年
（
１
６
２
９
）
、
神
明

宮
の
初
代
・
大
楽
院
勝
尊
は
五
穀
豊

穣
と
悪
疫
退
散
を
願
っ
て
京
都
の
八

坂
神
社
か
ら
牛
頭
天
王
（
ご
ず
て
ん

の
う
）
の
ご
分
霊
を
大
間
々
三
丁
目

（
今
の
三
丁
目
集
会
場
）
に
祀
り
、

旧
暦
の
六
月
二
十
四
日
（
現
在
の
八

月
二
日
）
に
ご
神
霊
の
渡
御
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
大
間
々
祇
園
祭
り

の
始
ま
り
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
三

百
九
十
一
年
の
歴
史
を
誇
る
大
間
々

祇
園
祭
り
は
自
然
災
害
や
戦
争
、
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
の
危
機
を
乗
り

越
え
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。 

 

紫
陽
花
や
鏡
の
ご
と
き
水
た
ま
り 

 

今
、
我
家
の
横
の
路
地
の

周
り
に
は
色
と
り
ど
り
の
ア

ジ
サ
イ
が
咲
い
て
い
ま
す
。 

隣
人
が
長
い
年
月
を
か
け
て

挿
し
木
を
し
て
増
や
し
て
き

た
ア
ジ
サ
イ
と
、
全
長
四
十
メ
ー
ト
ル

近
い
大
谷
石
の
古
い
石
蔵
の
建
物
が
見

事
に
マ
ッ
チ
し
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

雨
上
が
り
の
朝
、
青
い
空
と
色
鮮
や

か
な
ア
ジ
サ
イ
が
水
た
ま
り
に
映
り
、

爽
や
か
な
光
景
を
作
り
出
し
ま
し
た
。 

 

ア
ジ
サ
イ
は
小
さ
な
花
が
集
ま
っ
て

咲
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
和

気

あ

い

あ

い
」
「
家

族
」
「
団

欒
」
と
い
っ
た
幸
せ
な
家
庭
を
連
想
さ

せ
る
花
言
葉
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 今月の絵《299》 

世界一小さな 

 

大
間
々
祇
園
祭
の
歴
史 

第
三
百
号
は
八
月
一
日
（
土
）
発
行
予
定
で
す
。 

トイレ美術館 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

「
み
ど
モ
ス
」
を
応
援
し
よ
う
！ 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
投
票
開
始 

 
 

２
０
１
１
年
に
は
じ
ま
っ
た
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
今
年
が
最
終

回
に
な
り
ま
す
。
「
く
ま
モ
ン
」
が
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
２
０
１
１
年
は
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
中
が
大

き
な
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
大
き
な
試
練
。
で
も
人
間
の

持
っ
て
い
る
免
疫
力
は
心
の
有
り
様
に

よ
っ
て
強
く
も
脆
く
も
な
る
も
の
で

す
。
「
夢
を
も
っ
て
、
前
を
向
い
て
、

明
る
く
元
気
に
」
、
そ
ん
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
み
ど
り

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ

ク

タ

ー
「
み

ど

モ

ス
」
は
、
去
年
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で

初
出
場
な
が
ら
１
１
５
２
体
の
中
で
１

４
位
と
い
う
好
成
績
で
し
た
。
今
年
は

グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て
み
ん
な
で
投

票
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
は
７
月
１
日
か

ら
９
月
２
５
日
ま
で
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
か
ら
毎
日
投
票
が
で
き
ま
す
。 

 

足
利
屋
で
み
ど
モ
ス
マ
ス
ク
発
売
！ 

 

足
利
屋
で
は
、
み
ど
り
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
ど
モ
ス
」

と
群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
の
刺
繍
入
り

布
マ
ス
ク
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

洗
っ
て
何
度
で
も
使
え
る
ス
グ
レ
モ
ノ

で
国
産
の
ダ
ブ
ル
ガ
ー
ゼ
と
ソ
フ
ト
晒

を
使
用
。
色
は
ピ
ン
ク
、
ブ
ル
ー
、
ネ

イ
ビ
ー
、
グ
リ
ー
ン
、
白
の
５
色
。
サ

イ
ズ
は
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
の
３
サ
イ
ズ
。 

足
利
屋
、
ア
ス
ク
の
他
、
大
間
々
駅
前

観
光
案
内
所
や
小
平
の
里
、
水
沼
駅
温

泉
セ
ン
タ
ー
で
も
好
評
発
売
中
で
す
。 

 

 

中
野
ち
よ
は
、
大
正
八
年
四
月
十
四
日
、
前
橋
市
国

領
町
の
和
菓
子
屋
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
七
年
、

群
馬
県
立
前
橋
高
等
女
学
校
一
年
の
時
に
「
紙
風
船
」

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
に
足
利
屋
二
代
目

の
松
﨑
福
司
と
結
婚
。
昭
和
二
十
七
年
四
月
五
日
に
長

男
・
靖
を
出
産
し
て
三
時
間
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ち
よ
が
松
崎
家
に
嫁
い
で
き
た
時
に
花
嫁
道
具
と
共
に

持
っ
て
き
た
二
十
一
点
の
絵
は
足
利
屋
が
創
業
百
年
を

迎
え
る
節
目
に
物
置
か
ら
偶
然
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

九
十
年
前
に
描
か
れ
た
絵
を
通
し
て
家
族
と
は
、
人

間
と
は
、
生
き
る
と
は
何
か
を
考
え
て
い
ま
す
。 

中野ちよ『紙風船』 

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
の
た
め
に
残
念
な
が
ら
中
止

に
な
り
ま
す
が
悪
疫
退
散
と
世

界
の
平
和
を
願
っ
て
八
坂
祭
典

の
神
事
は
粛
々
と
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。 

 

私
た
ち
の
願
い
と
祈
り
が
届

く
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。 

 虹の架橋は足利屋・さくらもーるアスクが毎月１日発行する地域新聞です。 今月の題今月の題今月の題字字字   

中村正義さん 
（大間々町小平） 

みどり市ＰＴＡ連合会の会長として活躍し

た後、今年の４月からは「小平の里」の所

長に就任。コロナの逆風の中で小平の里の

活性化と地域づくりに奮闘しています。 

昭和20年8月2日の大間々祗園祭

みどモス、ぐんまちゃんマスク 

靖ちゃん日記 
や


